
第13回 新たな地域精神保健医療体制の構築に向けた検討チーム

平成22年可1月 25日        1 資料1-2-2

(第 11回 新たな地域精神保健医療体制の構築に向けた検討チーム 資料2)

「精神病床における認知症入院患

に関する調査」について



精神病床における認知症入院患者に関する調査概要

1目 的

精神科病院における認知症入院患者に対する医療の状況、患者の状態等について、既存
の調査では把握されていない点について詳細に把握し、新たな地域精神保健医療体制の

構築に向けた検討チームにおける検討資料とする。

2調査対象

認知症治療病棟入院料1(6病棟)、 認知症治療病棟入院料2(1病棟)

精神病棟入院基本料(1病棟 )、 精神療養病棟入院料(1病棟)、

老人性認知症疾患療養病棟(1病棟)の計10病棟(9病院)、 計454人の認知症患者

3調査方法

(1)調査期間  平成22年 9月 27日 ～10月 4日 (調査日:平成22年 9月 15日 現在 )

(2)調査方法  調査票によるアンケート方式

(3)回答者  調査対象病棟の病棟師長 (適宜、担当医や精神保健福祉士等と相談)

4調査項目

病棟概要、精神症状等の状況、身体合併症の状況、必要となる居住先・支援等

病棟種類別対象患者数 (人 ) 言+ 454人

精神療養病棟(1)

認知症療養病棟(1)

精神一般病棟(1)

認知症治療病棟2(1)

認知症治療病棟 1(6)



問1  認知症の診断名

(N=452)

アルツハイマー型

認知症

56%

問2  平均年齢 78.3歳

間 3 性 別

間4平 成22年 9月 15日現在の平均在院日数 944.3日

(N=452)
(中 央値 336日 )

問5改訂長谷川式簡易知能評価スケール(HDS― R) 7.2点
(N=452)

一̈̈一̈中一一一一一一一一一



問6  要介護認定 (N=453)

問7認知症高齢者の日常生活自立度 (N=452)

要支援2

1%

要介護3

21%
要介護¬

9%

要介護2

11%



間8 調査時点から過去1カ 月間の精神症状等の頻度  (N=454)

医療行為への抵抗

自傷行為

スタッフヘの暴力

職員とのトラブル

他患とのトラブル

意思の疎通困難

不眠

大声

徘徊

夜間せん妄

異食

弄便

盗食

被害妄想

物盗られ妄想

嫉妬妄想

幻覚

0%     10%     20%

■ほぼ毎日   回週に2～ 3回程度

30%     40%     50%

□週に 1回程度

60%     70%     80%

□月に 1～ 2回程 度

90%    100%

□それ以下  6



間9  調査 日から過去3日 間のADLについて

(N=454)
aベッド上の可動性

身体能力としては出来るはずのADL

身体介護への抵抗などを踏まえた実際のADL

圏自立

目準備のみ

口観察

田部分的な援助

S広範な援助

国最大の援助

□全面依存

b移乗

身体能力としては出来るはずのADL

身体介護への抵抗などを踏まえた実際のADL

回自立

□準備のみ

口観察

口部分的な援助

日広範な援助

国最大の援助

口全面依存

c食事
(N=454)

身体能力としては出来るはずのADL 圏自立

圏準備のみ

日観察

国部分的な援助

倒広範な援助

国最大の援助

□全面依存

身体介護への抵抗などを踏まえた実際のADL

dトイレの使用

身体能力としては出来るはずのADL 回自立

回準備のみ

日観察

田部分的な援助

圏広範な援助

回最大の援助

口全面依存

身体介護への抵抗などを踏まえた実際のADL



e入浴

身体能力としては出来るはずのADL

(N=454)

身体介護への抵抗などを踏まえた実際のADL

日自立

回準備のみ

口観察

露部分的な援助

S広範な援助

圏最大の援助

口全面依存

f衣服の着脱 (N=454)

身体能力としては出来るはずのADL
圏目立

目準備のみ

国観察

饉部分的な援助

目広範な援助

田最大の援助

口全面依存

身体介護への抵抗などを踏まえた実際のADL

間10  1ADLに ついて
(N=453)

食事の用意 金銭管理

簿問題ない

国いくらか困難

田非常に困難

撻問題ない

回いくらか困難

日非常に困難

家事一般 薬の管理

鸞問題ない

圏いくらか困難

E3非常に困難

綴問題ない

国いくらか困難

口非常に困難

40%    60%    80%    100%

26%

64%
40%
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間11 調査日における対象者の、認知症以外の合併症について

(N=447)

圏特別な管理(入院治療が適当な程

度)を要する身体合併症がある

圏日常的な管理(外来通院が適当な

程度)を要する身体合併症がある

□ない

11

付間11-1  特別な管理 (入院治療が適当な程度)を要する身体合併症

(複数回答可)(N=117)
30          40          50

高血圧症

脳血管疾患

心疾患

糖尿病

廃用症候群

麻痺

気分障害

パーキンソン症候群

てんかん

気管支喘息

骨折

慢性腎機能障害・腎不全

がん

肺炎(誤嘩性肺炎も含む)

肺気腫・慢性閉塞性肺疾患

その他

鰈  34

鏃

爾 目 3

輻  15

醸撻3

m3

m4

瑕隕量5

mm蜆 饉7

M麟 3

繭 覇 3
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